
かばんの街

豊岡は千年の伝統を持つ鞄の産地です。「鞄の街 豊岡」は、
奈良時代から始まる柳細工を起源とし江戸時代に柳行李生
産の隆盛をむかえ、大正以降はその伝統技術と流通経路を
基盤に、新素材への挑戦とミシン縫製技術の導入により鞄
の生産地となりました。
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豊岡市の中心部には、鞄づくりに従事する企業、
鞄に関連する企業が 100 社以上点在しています。

豊岡市

豊岡市は兵庫県北部の中心都市です。
野生コウノトリの生息地として知られ、コウノトリの保護
繁殖・共生事業が行われ、竹野浜などの海水浴場、神鍋高
原のキャンプ場・スキー場、出石の城下町、風情のある城
崎温泉など、観光施設・観光資源が非常に豊富です。

◇関東方面（5 時間程度）
　東京～京都～豊岡
　※京都から特急電車にて
◇関西方面（2 時間半程度）
　大阪・京都～豊岡



商品企画から製造、検品まで一括対応で高品質を実現。

鞄づくりには、経験を積んだ職人の技術が不可欠。

職人の技術と機械設備。いずれも併せ持つ鞄産地。

細心の検品にて供給。修理やアフターメンテナンスも対応。

豊岡の製造企業の多くは、二代三代にわたり鞄産業に
従事している。また、昔はミシンを踏んでいた、縫製
の内職をしていたというお年寄りも豊岡には数多い。
鞄づくりは積み重ねであるが、従事している方が多い
ことは、鞄の街の特別な財産である。
鞄製造企業には今では製造されていないミシンが残さ
れているが、そのミシンでしか縫製でない鞄がある。
植村氏は、今では作り手も少なく、作ることも難しい
柳行李を修理できる数少ない鞄職人である。

鞄製造の流れ

職人のこだわり

機械との両立

鞄作りの責任

鞄づくり -豊岡の技術とプライド -





鞄の街の風景

カバンストリート
鞄専門店や鞄修理店等のショ
ップが軒を連ねる。街路には鞄
をモチーフにしたオブジェや鞄
の自動販売機が設置されている。

Toyooka KABAN Artisan Avenue

2014年にオープンした豊岡の
鞄の拠点。1階は地域ブランド

「豊岡鞄」製品を中心に豊岡で
生産された鞄、財布、小物等を
取り扱う専門店

柳の宮（かばんの神社）

豊岡の鞄づくりのルーツである
柳編みのコリヤナギを祀った神
社。年に1回鞄の祭り「柳まつり」
が開催される。

但馬地域地場産業振興センター
2F　歴史資料室
杞柳産業から鞄産業への移り
変わりを、当時の資料や製品
を展示し、紹介されている。

職人が育つ環境

Toyooka KABAN Artisan School

鞄職人を目指し、1年間1400時
間のカリキュラムが設置された
鞄の専門学校。基礎から企画ま
で鞄作り全般を指導し、卒業後
は豊岡の鞄企業へ就職する生
徒も多い。

鞄縫製者トレーニングセンター

鞄縫製(縫うこと)に特化した
職業訓練施設。3ヶ月の訓練
後、豊岡の各企業へと就職。


